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ふりがな ぜんこく ぎゃんぶるいぞんしょう かぞくのかい おかやま 

団体名 全国ギャンブル依存症家族の会岡山 

代表者名 本吉 朝子 

連絡先 

住所 岡山県岡山市中区平井 7-18-62 大清ハイツ 202 

TEL 090-5690-0064 

E-mail addict.okayama@gmail.com 

URL  

設立年（西暦） 2018 年 

助成活動名 ギャンブル依存症無料相談会の開催 

助成額 300,000 円 

活動内容 

目的 

ギャンブル依存症は「脳の病気」であるにもかかわらず、未だ社会的な認知
が低く、本人の性格や生活態度に原因があると誤解されがちです。家族が借金
の肩代わり等の間違った対応を取ることで病気を悪化させ、深刻な事例へ発展
するケースが後を絶ちません。また、専門医の不足や治療法の未確立という現
状もあります。 
本事業は、「ひとりでも多くの人が繋がり、回復に向かうこと」を最大の目的

とし、病気への正しい理解を広め、家族が取るべき解決策を提示するために実
施いたしました。 

内容 

日時：2025 年 11 月 9 日（日） 
会場：おかやま西川原プラザ 
プログラム内容： 
1. 当事者・家族の体験談発表 

 近県から当事者支援部をお迎えし、本人の意思で治るものではなく病気
であること、治療のために当事者は当事者のつながりを持つことの重要性
を発信。また、地元保健所の紹介で当会に繋がり、回復途上にある家族の
生の声を届ける場としました。 

2. 専門家講演＆パネルディスカッション 
 精神科医療センターの橋本望先生による医学的講演、公益社団法人ギャ
ンブル依存症問題を考える会の代表・田中紀子氏の講演に加え、自身も依
存症当事者である俳優の高知東生さんを交えた 3 名によるパネルディスカ
ッションを実施しました。 

3. 個別相談会 
 セミナー終了後、家族と当事者で部屋を分け、専門スタッフによる個別
相談を実施。各家庭の経済状況や依存度に応じた医療・生活提案を行い、
参加者が「今すべき行動」へ直結できるよう丁寧なアドバイスを行いまし
た。 

 

当初の
計画か
らの変
更点 

当初、本セミナーは年間 3 回の開催を予定しておりましたが、資金不足のため、
今年度は 1 回に集約して開催いたしました。回数は減少しましたが、その分内容
を充実させ、密度の高い支援へと繋げることができました。 



成果 

今回の開催にあたり、参加者アンケートからは以下のような非常に高い評価と
手応えを得ることができました。 
⚫ 「誰でもなる病気であることがわかった」 
⚫ 「家族の対応が当事者の回復に繋がることがわかった」 
⚫ 「相談会に参加したことで、自分の行動を変える決心が付いた」 
正しい知識と相談の場を提供したことにより、参加者の意識を劇的に変え、具

体的な回復行動へ踏み出す強い動機付けを行うことができました。 

今後の課題と対
応策 

定例会では、当事者と家族、双方の視点から深い学びと相互理解を促すため、毎月、当事
者体験談 1 名と家族体験談 1 名を登壇者としてセットでお招きする体制を固定化します。
この施策により、参加者は双方の葛藤や回復のプロセスを具体的に把握でき、本当に困って
いる方への効果的なキャッチアップと継続的な回復支援を目指します。 
これに加え、地域における相談機会を拡大するため、地元保健所や公民館などの行政施設

に対し、定例会の開催情報や連絡先を明記したチラシの設置を依頼し、広報活動を強化しま
す。行政の窓口を訪れた潜在的な当事者や家族に対し、支援情報を直接提供することで、早
期の支援利用に繋げることを課題解決の重点とします。 

写真の提出 

 

 
セミナー・無料相談会（家族相談会）のようす（掲載 可） 

11 月 9 日（日） おかやま西川原プラザ 

 

 


